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こぞ □もう一方的に「報道被害者だ」と言えない

ほど社会の状況は厳しい。悲 しい事件を

五自評敏行

自問症 と発達障害党者への

サポ ー トグ ル ー プ

（ 特 活）お ひ さ まクラ ブ

代表種事

に

つ
い
て

繰り返 さな いため にも、啓発活動 も含め

当事者固体の力強い活執が必要だと思

う 。
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今年の 7 月 1 日、嫌な事件 が発生 した。長崎の児童殺害事件

だ。数 日後、逮捕された犯人はまだ中 1 の少年だった。断片的 に

伝わって くる報道からの情報で、発達障害の子を持つ親や関係者

は薄々気づいていた。そして、精神鑑定に入った段階で覚悟を決

めた 。 間違 いな く診断 名、 障 害 名 が 公表 され るだ ろ うと‥・。

最近、凶悪な少年犯罪に関 しては同類の事件に対す る抑止力と

して、事件の背景や家庭環境、本人の生育歴等を公開すべきであ

るという情報公開が叫ばれている。 また、犯罪被害者に対する人

権擁 護 の 動 き も起 きて お り、 た とえ少 年 で あ ろ う と、 人 の 命 を

奪った とい う罪 に対 して、 きち ん と償 わせ るぺ きで あ る とい う詰

も耳 にす る。 確か にそ うで あ ろ う と思 う。私 も 2 人 の息子 を持 つ

父親 として、 もし事件の被害者側の立場にな っていたら、被害者

のご両 親 と同 じよ う にで き る 限 りの情 報 公 開 を 求 めて い く と思

う。 なぜ な ら‡£ なぜ 自分 の子 ど もが、 どう して 殺 され な けれ ば

ならな か ったの か、親 と して そ の理 由を知 りた い と思 うか らだ。

そして、今回の事件に関 して、社会の驚惜、悲 しみ、怒 りもまた

理解できる。それに合わせて報道が過剰に反応す るのもやむを得

ない ことで はな いか と、 一 定 の理 解 はで き る。

しか し、一方では、今回の報道で障害名、診断名が出たことに

より、発達障害を持つ本人やその家族、支援 して いる関係者への

ダメー ジ は果て しな く大 き い。 今 まで コツ コツ と積 み 上げて きた

地域社会か らの信頼関係が崩れてしまったからだ。長崎に近い地

域における発達障害者の一般就労は、しば らくの間無理ではない

かと言われている。周囲か らの冷たい視線に、 どれはどの親が身

をす くみ、 嵐が 過 ぎ去 るの を待 って い るか と思 うと言葉 にな らな

い。

こう して、 お 互 いの立 場 を考 えて み る と、 いか に今 回の事 件 が

複雑で あ るか。 私 自身正 直答 え が見 つか らな い。 しか し、 この よ

うな事 件 は も う 2 度 と起 き ては しくな い し、 多 くの人 たちが 傷 つ

し）て い くのを黙 って 見て い るわ け に もいか な い。 特 に今 回 の事件

に関す る報 道 につ いて は、 や は り少 し提 言 を させ て も らいた い。

1 1 つは、 このよ うな 事件 の報 道 に関 して、 も し多 くの人 々に真

実を知 らせ た い とい う使命 か ら、 障害 名、 診断 名 を公表 すべ き と

報道機関が判断した場合、できるだけ一般の人たちにわか りやす

い説明を、その障害の第一人者の専門家を交 えて行う努力をして

はしい と思 う。 発達 障害 や 自閉症 は、 目に見 えない 障害 だけ に多

くの 人た ちが誤解 して障 害 を捉 えて いる。 自閉症 ＝ひ き こも りと

勘違いし、親のしつけがなっていないとか、わがままだ とか、原

因を精神的・情緒的障害 として捉え、子育てで精一杯の親たちに

対して、親 の資 質 を問 う人 たちが 多 い ことか。 しか し、そ れ は明

らかに間違いであると、児童精神科医や発達障害の専門家は叫ん

でい る。 そ の 事実 も一緒 にき ち ん と伝 えて は しい と思 う。
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2 つめは、今回の凶悪な事件は、 あくまでも特殊な事例 として

取り上げ ては しい と思 う。 今の ままで は、 今後 この よ うな事件 が

起こるたびに、発達障害 を持つすべての人が起 こすのではないか

という誤解 を招きかねない。発達障害 を持つ大多数の子 どもたち

や成人した人たちは、天真爛漫な心を持ち、優 しい人たちである

ことが多 い と思 う。 周 りの誤 った支 援や心 な い言動 に傷 つき、 本

来持っている障害に二次的障害を引き起 こし、人格がボロボロに

なって しま った人 たち が事 件 に関与 して いる よ うに思 える。 これ

は、 当事 者 の問題 とい うよ りも、 周 囲や社 会 が彼 らを追 いつ めて

しまった と反 省す べ きでは なか ろ うか。だ か らといって、 社会 の

病理 的現 象 と して 捉 え、 報 道す るの も極論 に走 って い る。 あ くま

でも一事 件 と して、 社 会的 な ヒステ リー に結 びつか な いよ うにお

願い した い と思 う。

Ⅰ

3 つ め と して、 なぜ このよ うな事 件が起 き たのか、 そ して今 後

どのよ う に して い くべ きな のか をき ちん と提言 で きる よ うに して

はしいと思 う。今回の事件の場合、少年への支援は全くなかった

ように見 え る。そ して、 親 へ の支援 もな かっ たよ うに思 え る。 あ

くまでも推測であるが、親は我が子の障害について薄 々気づいて

し）たのではないだ ろうか。勉強ができていた分、障害を必死 に否

定して も）たか 、 も しくは無 意識 の うち に見 な いよ うに して いた の

かわか らなし）が、親自身、相当心が揺れ動き、悩んでいたのでは

ないかと思 う。 このような場合、今の教育体制、行政 の体制で

は、家庭 の中まで踏み込んで対応することは本 当に難 しい。例

え、 学 校 で疑 い を感 じた にせ よ、そ れ を親 に伝 える ことは「障害
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甘

巻末コラム
●リク・エス ト再録●

【地域プ くりで感 じること⑧】

住んでいる町や臥
この コ ー ナ ー は ㈱ ケ ン ト 『週

刊リ ク ・ エ ス ト』 に 毎 週 掲 載

され て い る 、 と ち ぎ ∨ ネ ッ ト

のコ ーナ ー の記 事 を掲 載 して

あなたは好きですか ？ い粥0

陣内雄 次
字好 古 大 学 教 育学 許助 教 授・ 住 療 填 ま ちづ く り研 究 室／本 会理 事・ 宇 都宮 ）

●地域 づ くりの ヒン トは足元 にある

「地 域 づ く りの ヒ ン トは 足元 に あ る」とは、 地 域 づ くり に関す る書

籍や セ ミナ ーな どで 頻繁 に指 摘 さ れて いる ことで あ る。 また、 地 域

づく り先 進 地 へ の視 察 にお い て も、 そ の 地 元 の 関 係 者 か ら（ス ト

レー トにそ の よ う な 表 現 で は な い と して も）必 ず と言 っ て よ い は

ど、 示 唆 さ れ る こ とで あ る。

各 地 の 特色 あ る取 り組 み に お いて も、 キー パ ー ソ ンた ちが 地 元 に

ある地 域 づ く りの ヒ ン トを鋭 く「見 抜 き」「生 か して 」い る。 栃 木 県 内

の地 域 づ く りの ヒ ン トは実 は 沢 山隠 されて い るの で あろ う。 だ が 果

たし てそ れ らを「見 抜 き」「生 かす 」こ とが で き る のか ど うか …

●やっぱ人だよね

や は り地 域 づ く りはそ れ に関 わ る『人（た ち）』が 第 一 とい う こ と。

そして 、 そ の『人（た ち）』の 応 援 団（理 解 者 ）も。 Mま ちづ く り学 習 Mと

いうテーマで研究・実践 に取 り組んでいる者 としては、栃木県内の

地域 づ く り に子 ど もた ちが 参 画 で き る よ うに な れ ば と期 待 して い

る。 大人たちが一所懸命汗を流 していれば、「地域の こといろいろ

やる の って お も し ろそ う」と子 ど もた ち も積 極 的 に 関 わ る ので はな

いだ ろ うか。 地 域 づ く りの D N A を引 き 継 ぐた め に も。

た一貫 した支援体制の整備が必要である。 どんなに軽度

でも周 囲 の理解・ 支援 な しで は、 この社 会 に生 き て い く

ことは難 しい。 今 後 この よ うな悲 しい事 件 を繰 り返 し起

こさないためにも、報道機関への啓発活動も含め、 当事

者団体 の力強 い活動 が必要で あると思う。 もう一方的

に、報道被害者であると言えないは ど、社会の状況は厳

しい。私 たちの活動 いか んで は、犯罪 者予備軍 という

レッテル が貼 られて しま う可能 性 す らあ る とい う危 機感

を持 つべ き だ と思 う。

も う 2 度 と起 こ して は な らな い。

●栃木県にはスゴイことやってる所 があるんだ

上記 2 点、 す なわ ち「地 域 づ く りの ヒ ン トは 足 元 に あ る」「や っ ぱ

人だ よ ね」に関 す る こ とを、 し っか り と地 域 に根 付 いて 実践 して い
いた が

る と ころが 栃木 県 内に あ る。 鹿沼 市 の 板荷 で あ る。 もっ と正 確 に言

えば 、 板 荷 コ ミ ュ ニ テ ィ カ レ ッ ジの 教 室 の 一 つ と して 6 年 前 に始

まっ た『板 荷 ふ る さ とオ ペ レッ タ』で あ る。 8 月 23日の夜、 あの ウ ワ

サのオ ペ レ ッタ をや っ と体験 で き るの だ と、 ち ょ っ とワ ク ワク しな

がら高 知 か ら板 荷 へ と向 か っ た。（当 日は 高知 出張 か らの 帰 りに立

ち寄 った ）

毎年、板荷を題材にしたテーマ を、 出演する地元の／Jヽ 中学校の子

どもたちが決め、 地域のお年寄 りや大人か ら話を聞き、調べ、脚本

づくりや 作詞 、 作 曲 まで や って し ま う とい う。 今 回 は第 6 回公 演 、

M ふ れ あ い ロー ドス テ ー シ ョンい た が ”で あ った。 板 荷 にで きた 地 元

産の農産物な どを販売する小さなお店 を中心 に、いろんな人の心の

交流 と、 板 荷 の 素 晴 ら しさ を見 直 す と い うス トー リー 。（会 場 の 裏

方な どは地元 の大 人がボ ランティア）

会場は板荷中学校の体育館。 もちろんエアコンも扇風機もない。

加えて、照 明効果 を最大限に引き出すため、体育館 の窓はきっち り

と暗幕でおおわれていた。 したがって、体 育館のなかは蒸し風呂状

態。 しかし、つめかけた数百人の大人 も子どもも、数時間の公演 を

熱心 にみつめ、 大きな声援 を場面場面で送 って いた。（あの暑 さの

なか、 小さな子どもたちが騒がず に長時間、公演 をみつめて いた こ

とに驚 いた ）

演 技 し、 歌 う子 ど もた ちは 、本 当 に板 荷 の こ と、 そ こに住 む 人 た

ちの こ と を誇 りに思 い、 愛 して るん だ な とい う こ とが ひ しひ し と伝

わって きた。 もち ろ ん、 会 場 につ め か け て いた 板荷 の 大 人 も子 ども

たち も、 板 荷 の こ とが 大好 き な のだ ろ う。 公 演終 了後 の、 あ の 晴れ

晴れとしたみんなの笑顔がそれ を物語っていた。みなさんも、来年

のオ ペ レ ッタ に は 是 非 、 足 を運 ん で も らい た い。

0 法人の「設立・税務・会計」、

お引き受け します。

［N P O 法 人 設 立 運 営 セ ンタ ー・ コー デ ィ ネ ー ター 登 録 ］

石川税務会計事務所

〒320－0837 宇都 宮市弥 生2－14－17

税理士、行政 書士 ：石川輝雄 税理 士 ：野澤身和子

電話 02 8－6 38－12 31 FI X O28－638一川88
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